
見えないリスクを見抜く科学と、見落とされてきた自然の価値を示す経済。二人の受賞者が、それぞれの

視点から、地球環境を守り、健やかで豊かな未来を築くための道筋をわかりやすく語ります。

※講演は日英の同時通訳にてお聞きになれます。

演題：グリーン競争
　　―繁栄と持続可能性の両立を目指して

    演題：残留性汚染物質
　　　   ―科学が示す規制の必要性

リンダ・S・バーンバウム博士

元国立環境健康科学研究所（NIEHS）所長
元国家毒性プログラム（NTP）ディレクター

エドワード・バービエイ教授

コロラド州立大学経済学部卓越教授

Q&A モデレーター： 竹内 憲司 氏
（京都大学大学院地球環境学堂 教授）

Q&A モデレーター： 大隅 典子 氏
（東北大学 客員教授/ 日本学術振興会理事）

日時： 2026年10月29日（木） 
　　  16:00 ～ 18:20 （受付 15:30より）　　
会場： 東京証券会館 8階
　　  （東京都中央区日本橋茅場町1-5-8）

日時： 2026年10月31日（土） 
　　  13:20 ～ 15:40 （受付 12:50より）
会場： 京都市国際交流会館イベントホール
　　  （京都市左京区粟田口鳥居町2-1）

財団ウェブサイト（https://www.af-info.or.jp）の申込フォームからお申込み
ください。
定員（各200名）になり次第締め切りとさせていただきます。
（個人情報は当財団にて適切に管理し、弊財団からのご案内等の送付に利用することがあり
ます。）

＜お申込み＞  参加費無料

地球環境国際賞 「ブループラネット賞」
1992年に設立され、地球の環境問題の解決に向けて著しい貢献をした個人または組織をたたえて贈られる。

東　　京 京　　都
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